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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジョブの第１の設定値を設定可能な第１の設定画面を表示し、前記第１の設定画面にお
ける第１の設定値をユーザから受け付けた後に、前記ジョブの第２の設定値を設定可能な
第２の設定画面を表示する表示手段と、
　推奨設定値を表示するための指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段によって前記指示を受け付けた場合に、前記第１の設定値のための推奨設
定値及び前記第２の設定値のための推奨設定値を表示する推奨設定値表示手段と、
　前記推奨設定値表示手段によって表示された前記第１の設定値のための推奨設定値及び
前記第２の設定値のための推奨設定値の設定が指示された場合に、前記第１の設定値を前
記第１の設定値のための推奨設定値とし、且つ、前記第２の設定値のための推奨設定値を
前記第２の設定値として表示した前記第２の設定画面を表示し、前記推奨設定値表示手段
によって表示された前記第１の設定値のための推奨設定値の設定が指示された場合に、前
記第１の設定値を前記第１の設定値のための推奨設定値とし、且つ、前記第２の設定値の
ための推奨設定値を前記第２の設定値として表示することなく前記第２の設定画面を表示
するよう前記表示手段を制御する制御手段と、
を有することを特徴とするジョブ処理装置。
【請求項２】
　ジョブの第１の設定値を設定可能な第１の設定画面を表示し、前記第１の設定画面にお
ける第１の設定値をユーザから受け付けた後に、前記ジョブの第２の設定値を設定可能な
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第２の設定画面を表示する表示手段と、
　推奨設定値を表示するための指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段によって前記指示を受け付けた場合に、前記第１の設定値のための推奨設
定値及び前記第２の設定値のための推奨設定値を表示する推奨設定値表示手段と、
　前記推奨設定値表示手段によって表示された前記第１の設定値のための推奨設定値の設
定が指示された場合に、前記第１の設定値のための推奨設定値を前記第１の設定値として
設定し、且つ、前記第２の設定値のための推奨設定値を前記第２の設定値として表示する
ことなく前記第２の設定画面を表示するよう前記表示手段を制御する制御手段と、
を有することを特徴とするジョブ処理装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記推奨設定値表示手段によって表示された前記第１の設定値のため
の推奨設定値及び前記第２の設定値のための推奨設定値の設定が指示された場合に、前記
第１の設定値のための推奨設定値を前記第１の設定値として設定し、且つ、前記第２の設
定値のための推奨設定値を前記第２の設定値として表示した前記第２の設定画面を表示す
るよう前記表示手段を制御することを特徴とする請求項２に記載のジョブ処理装置。
【請求項４】
　前記第１の設定画面で入力された第１の設定値が、受付可能な設定値であるか否かを判
断する判断手段をさらに有し、
　前記判断手段によって、前記第１の設定画面で入力された設定値が、受付可能な設定で
はないと判断した場合に、前記制御手段は、警告画面を表示するよう前記表示手段を制御
することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のジョブ処理装置。
【請求項５】
　前記警告画面は、前記推奨設定値を表示するための指示を受け付けるボタンを含むこと
を特徴とする請求項４に記載のジョブ処理装置。
【請求項６】
　前記ジョブの第１の設定値、及び前記ジョブの第２の設定値は、後処理機能の設定値で
あることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のジョブ処理装置。
【請求項７】
　前記推奨設定値は、過去に設定された設定値の履歴から取得されることを特徴とする請
求項１乃至６のいずれか１項に記載のジョブ処理装置。
【請求項８】
　ジョブの第１の設定値を設定可能な第１の設定画面を表示し、前記第１の設定画面にお
ける第１の設定値をユーザから受け付けた後に、前記ジョブの第２の設定値を設定可能な
第２の設定画面を表示手段に表示する表示工程と、
　推奨設定値を表示するための指示を受け付ける受付工程と、
　前記受付工程で前記指示を受け付けた場合に、前記第１の設定値のための推奨設定値及
び前記第２の設定値のための推奨設定値を表示する推奨設定値表示工程と、
　前記推奨設定値表示工程で表示された前記第１の設定値のための推奨設定値及び前記第
２の設定値のための推奨設定値の設定が指示された場合に、前記第１の設定値を前記第１
の設定値のための推奨設定値とし、且つ、前記第２の設定値のための推奨設定値を前記第
２の設定値として表示した前記第２の設定画面を表示し、前記推奨設定値表示手段によっ
て表示された前記第１の設定値のための推奨設定値の設定が指示された場合に、前記第１
の設定値を前記第１の設定値のための推奨設定値とし、且つ、前記第２の設定値のための
推奨設定値を前記第２の設定値として表示することなく前記第２の設定画面を表示するよ
う前記表示手段を制御する制御工程と、
を有することを特徴とするジョブ処理装置の制御方法。
【請求項９】
　請求項８に記載のジョブ処理装置の制御方法を、コンピュータに実行させるためのプロ
グラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ジョブ処理装置、ジョブ処理装置の制御方法、及びプログラムに関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　印刷業界では、種々の作業工程を経て出版物を発行している。これら作業工程には、原
稿の入稿、原稿へのデザインの付与、レイアウト編集、カンプ（印刷によるプレゼンテー
ション）、校正（レイアウト修正や色修正）、校正刷り（プルーフ印刷）、版下作成、印
刷、後処理加工、発送等が含まれている。
【０００３】
　従来の印刷業界では、印刷工程においてオフセット製版印刷機が用いられていたため、
版下を作成する版下作成工程が必要であった。しかしながら版下は一度作成すると、その
修正が容易ではなく、その修正には多くのコストがかかってしまう。従って、版下の作成
にあたっては、入念な校正（即ち、入念なレイアウトのチェックや色の確認作業）が必須
となる。このため、出版物の発行までに多くの時間を要していた。また、各作業工程で利
用される装置は大掛かりなものが多く、その取り扱いに際して専門知識が必要であるため
、熟練者のノウハウが不可欠であった。
【０００４】
　このような状況に対し近年では、電子写真方式の印刷装置やインクジェット方式の印刷
装置を利用したＰＯＤ（Print On Demand）印刷システムが提案されている（特許文献１
，２参照）。このようなＰＯＤ印刷システムによれば、上述した版下の作成や、その他の
複雑な作業が不要になる。
【特許文献１】特開２００４－３１０７４６号公報
【特許文献２】特開２００４－３１０７４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、このようなＰＯＤ印刷システムの実用化を目指すことを想定してみると
、まだまだ検討の余地が残されていると考える。例えば、印刷装置に接続される裁断機や
製本機などの後処理装置の種類が増加し、その後処理のために印刷装置で設定できる機能
も多くなってきている。また印刷装置に接続される後処理装置の種類が増えただけでなく
、各後処理に対して設定可能な項目も増えてきている。このためユーザが後処理のための
各種設定を行う操作も複雑となり、期待通りの結果を得るために適切な値を設定するには
、専門的な知識や経験が必要となってきている。
【０００８】
　本発明の目的は、このような従来の問題点を解決することにある。
【０００９】
　本発明の特徴は、ユーザがジョブ処理の設定値を容易に設定することができる技術を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために本発明の一態様に係るジョブ処理装置は以下のような構成を
備える。即ち、
　ジョブの第１の設定値を設定可能な第１の設定画面を表示し、前記第１の設定画面にお
ける第１の設定値をユーザから受け付けた後に、前記ジョブの第２の設定値を設定可能な
第２の設定画面を表示する表示手段と、
　推奨設定値を表示するための指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段によって前記指示を受け付けた場合に、前記第１の設定値のための推奨設
定値及び前記第２の設定値のための推奨設定値を表示する推奨設定値表示手段と、
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　前記推奨設定値表示手段によって表示された前記第１の設定値のための推奨設定値及び
前記第２の設定値のための推奨設定値の設定が指示された場合に、前記第１の設定値を前
記第１の設定値のための推奨設定値とし、且つ、前記第２の設定値のための推奨設定値を
前記第２の設定値として表示した前記第２の設定画面を表示し、前記推奨設定値表示手段
によって表示された前記第１の設定値のための推奨設定値の設定が指示された場合に、前
記第１の設定値を前記第１の設定値のための推奨設定値とし、且つ、前記第２の設定値の
ための推奨設定値を前記第２の設定値として表示することなく前記第２の設定画面を表示
するよう前記表示手段を制御する制御手段と、を有することを特徴とする。
【００１１】
　上記目的を達成するために本発明の一態様に係るジョブ処理装置の制御方法は以下のよ
うな工程を備える。即ち、
　ジョブの第１の設定値を設定可能な第１の設定画面を表示し、前記第１の設定画面にお
ける第１の設定値をユーザから受け付けた後に、前記ジョブの第２の設定値を設定可能な
第２の設定画面を表示手段に表示する表示工程と、
　推奨設定値を表示するための指示を受け付ける受付工程と、
　前記受付工程で前記指示を受け付けた場合に、前記第１の設定値のための推奨設定値及
び前記第２の設定値のための推奨設定値を表示する推奨設定値表示工程と、
　前記推奨設定値表示工程で表示された前記第１の設定値のための推奨設定値及び前記第
２の設定値のための推奨設定値の設定が指示された場合に、前記第１の設定値を前記第１
の設定値のための推奨設定値とし、且つ、前記第２の設定値のための推奨設定値を前記第
２の設定値として表示した前記第２の設定画面を表示し、前記推奨設定値表示手段によっ
て表示された前記第１の設定値のための推奨設定値の設定が指示された場合に、前記第１
の設定値を前記第１の設定値のための推奨設定値とし、且つ、前記第２の設定値のための
推奨設定値を前記第２の設定値として表示することなく前記第２の設定画面を表示するよ
う前記表示手段を制御する制御工程と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、第１の設定値のための推奨設定値及び第２の設定値のための推奨設定
値の設定を指示すると、第１の設定値が設定され、第２の設定値の推奨設定値が表示され
た設定画面が表示されるので、ユーザは、第１の設定値と第２の設定値の推奨設定値を利
用しつつ、表示された設定画面を使ってジョブの第２の設定値を変更することができ、第
１の設定値のための推奨設定値の設定を指示すると、第１の設定値の推奨設定値が設定さ
れ、第２の設定値の推奨設定値が表示されない設定画面が表示されるので、ユーザは、第
１の設定値の推奨設定値を利用しつつ、表示された設定画面を使ってジョブの第２の設定
値を設定することができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、添付図面を参照して本発明の好適な実施の形態を詳しく説明する。尚、以下の実
施の形態は特許請求の範囲に係る本発明を限定するものでなく、また本実施の形態で説明
されている特徴の組み合わせの全てが本発明の解決手段に必須のものとは限らない。
【００１４】
　本実施の形態に係る製本処理装置は、複雑な設定を要するフィニッシングの設定を行う
際に、ユーザが知識や経験がない場合でも、メモリに記憶された推奨設定値やジョブ履歴
の設定値を使用して、各機能の項目の設定値を容易に設定できるようにしたものである。
これによりユーザは、それら推奨設定値やジョブ履歴からの設定値を使用、或は参考にす
ることで設定値の入力を容易にしている。
【００１５】
　また、ユーザが任意のタイミングでメモリ設定値のガイドを呼び出すことが可能であり
、また、呼び出されたタイミングに応じて表示するメモリ設定値を変えることで、メモリ
設定値の可読性も上がり、ユーザが必要とする設定値をより容易に選択可能となる。
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【００１６】
　図１は、本発明の実施の形態に係る製本処理装置を含む印刷・製本システム（ＰＯＤシ
ステム）１００００の構成を示す図である。
【００１７】
　ここで印刷システム１０００、スキャナ１０２、サーバコンピュータ（ＰＣ）１０３、
クライアントコンピュータ（ＰＣ）１０４を有し、それらはネットワーク１０１を介して
接続されている。また、このＰＯＤシステム１００００は更に、紙折り機１０７、くるみ
製本機１０８、断裁機１０９、中綴じ製本機１１０等を有している。
【００１８】
　サーバＰＣ１０３は、ネットワーク１０１に接続された各種装置とのデータの送受信を
管理する。クライアントＰＣ１０４は、ネットワーク１０１を介して、画像データを印刷
システム１０００の印刷装置１００やＰＣ１０３に送信する。また紙折り機１０７は、印
刷装置１００で印刷されたシートの折り処理を行う。またくるみ製本機１０８は、印刷装
置１００で印刷されたシートに対するくるみ製本処理を行う。断裁機１０９は、複数枚の
シートからなるシート束毎に、印刷装置１００で印刷されたシートの断裁処理を行う。中
綴じ製本機１１０は、印刷装置１００で印刷されたシートに対する中綴じ製本処理を行う
。この実施の形態では、印刷装置１００が製本処理装置として機能しているが、本発明は
これに限定されるものでなく、サーバコンピュータ１０３やクライアントコンピュータ１
０４が、或は後処理装置の何れかがこの機能を実行しても良い。
【００１９】
　紙折り機１０７、くるみ製本機１０８、断裁機１０９、中綴じ製本機１１０を利用する
場合、ユーザは印刷装置１００で印刷されたシートを印刷システム１０００から取り出し
て利用する装置にセットし、その装置によって処理を実行させる。また、ＰＯＤシステム
１００００が有する複数の装置のうち、中綴じ製本機１１０以外の装置は、ネットワーク
１０１に接続されており、互いに他の装置とデータ通信が可能となっている。
【００２０】
　尚、紙折り機１０７、くるみ製本機１０８、断裁機１０９、中綴じ製本機１１０は、印
刷装置１００以外の他の印刷装置で印刷されたシートが供給された場合にも同様に、それ
らシートに対して後処理を実行する。
【００２１】
　図２は、本実施の形態に係る印刷システム１０００の構成を説明するブロック図である
。
【００２２】
　この印刷システム１０００は、印刷装置１００とシート処理装置２００とを有する。尚
、本実施の形態では、印刷装置１００として、コピー機能及びプリンタ機能等の複数の機
能を有する多機能処理装置（ＭＦＰ：Multi Function Peripheral）を例に説明する。し
かしながらこの印刷装置１００は、コピー機能のみ、或は、プリンタ機能のみを有する単
一機能型の印刷装置（プリンタ）であっても良い。尚、ここで印刷システム１０００に含
まれる各ユニットの内、シート処理装置２００以外のユニットは印刷装置１００に含まれ
る。また印刷装置１００には、任意の台数のシート処理装置２００を接続することができ
る。
【００２３】
　印刷システム１０００は、印刷装置１００で印刷されたシートに対するシート処理を、
印刷装置１００に接続されたシート処理装置２００により実行できるように構成されてい
る。但し、シート処理装置２００を接続せずに印刷装置１００のみで印刷システム１００
０を構成することも可能である。
【００２４】
　シート処理装置２００は、印刷装置１００と通信可能に構成され、印刷装置１００から
の指示を受け、後述するようなシート処理を実行することができる。スキャナ２０１は、
原稿上の画像を読み取り、これを画像データに変換し、他のユニットに転送する。外部Ｉ
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／Ｆ２０２は、ネットワーク１０１に接続された他の装置との間でデータの送受信を行う
。プリンタ２０３は、入力された画像データに基づく画像をシート上に印刷する。操作部
２０４は、後述するハードキー入力部（キー入力部）４０２（図４）や、タッチパネル部
４０１（図４）を有し、それらを介してユーザからの指示を受付ける。また操作部２０４
は、操作部２０４が有するタッチパネルに各種表示を行う。
【００２５】
　制御部２０５は、ＣＰＵ２０５ａを有し、印刷システム１０００が有する各種ユニット
の処理や動作等を統括的に制御する。即ち、印刷装置１００及び印刷装置１００に接続さ
れたシート処理装置２００の動作も制御する。ＲＯＭ２０７は、制御部２０５のＣＰＵ２
０５ａによって実行される各種コンピュータプログラムを記憶する。例えばＲＯＭ２０７
は、後述するフローチャート（図６、図７）の各種処理を制御部２０５に実行させるため
のプログラムや、後述する各種設定画面を表示するために必要な表示制御プログラムを記
憶する。またＲＯＭ２０７は、ＰＣ１０３やＰＣ１０４等から受信したＰＤＬ（ページ記
述言語）コードデータを制御部２０５が解釈し、ラスタイメージデータに展開する動作を
実行するためのプログラムを記憶する。他にもＲＯＭ２０７は、ブートシーケンスやフォ
ント情報等を記憶する。ＲＡＭ２０８はスキャナ２０１や外部Ｉ／Ｆ２０２から送られて
きた画像データや、ＲＯＭ２０７からロードされた各種プログラムや設定情報を記憶する
。またＲＡＭ２０８は、シート処理装置２００に関する情報（印刷装置１００に接続され
たシート処理装置２００の台数と、各シート処理装置２００の機能に関する情報、また各
シート処理装置２００の接続順序等）を記憶する。尚、このＲＡＭ２０８へのデータの書
込みや、ＲＡＭ２０８からのデータの読み出しはＣＰＵ２０５ａの制御の下に実行される
。
【００２６】
　ＨＤＤ（ハードディスクドライブ）２０９は、ハードディスクとハードディスクへのデ
ータの読み書きを行う駆動部等で構成される。ＨＤＤ２０９は、スキャナ２０１や外部Ｉ
／Ｆ２０２から入力され、圧縮伸張部２１０によって圧縮された画像データを記憶する大
容量の記憶装置である。またこのＨＤＤ２０９は、後述する各項目のメモリ設定値（推奨
設定値）も記憶している。制御部２０５は、ユーザからの指示に基づいて、ＨＤＤ２０９
に格納された画像データをプリンタ２０３に出力して印刷することができる。また制御部
２０５は、ユーザからの指示に基づいて、ＨＤＤ２０９に格納された画像データを、外部
Ｉ／Ｆ２０２を介してＰＣ１０３等の外部装置へ送信することもできる。圧縮伸張部２１
０は、ＪＢＩＧやＪＰＥＧ等といった各種圧縮方式によってＲＡＭ２０８，ＨＤＤ２０９
に記憶されている画像データ等の圧縮・伸張動作を行う。
【００２７】
　図３は、本実施の形態に係る印刷装置１００と、この印刷装置１００に接続されたシー
ト処理装置２００の断面図である。
【００２８】
　自動原稿搬送装置（ＡＤＦ）３０１は、原稿トレイの積載面にセットされた原稿束を１
頁目の原稿から、ページ順に、順番に分離して、スキャナ２０１よって原稿を走査して読
み取るために原稿台ガラス上へ搬送する。スキャナ２０１は、その原稿台ガラス上に搬送
された原稿の画像を読み取り、ＣＣＤによって画像データに変換する。回転多面鏡（ポリ
ゴンミラー等）３０３は、画像データに応じて変調されたレーザ光を入射し、反射ミラー
を介して反射走査光として感光ドラム３０４を照射する。こうして感光ドラム３０４上に
形成された潜像はトナーによって現像され、転写ドラム３０５に貼り付けられたシートに
トナー像を転写する。この一連の画像形成プロセスをイエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、
シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）のトナーに対して順次実行することによりフルカラー画像
がシートに転写される。こうしてフルカラーの画像が転写された転写ドラム３０５上のシ
ートは、分離爪３０６によって転写ドラム３０５から分離され、定着前搬送器３０７によ
って定着器３０８へ搬送される。定着器３０８は、ローラやベルトの組合せによって構成
され、ハロゲンヒータなどの熱源を内蔵し、トナー像が転写されたシート上のトナーを熱
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と圧力によって溶解、定着させる。排紙フラッパ３０９は、揺動軸を中心に揺動可能に構
成され、シートの搬送方向を規定する。排紙フラッパ３０９が図中時計回りの方向に回動
しているときには、シートは真直ぐに搬送され、排紙ローラ３１０によって機外へ排出さ
れる。制御部２０５は、以上のような一連のシーケンスによって、片面印刷を実行するよ
うに印刷装置１００を制御する。
【００２９】
　一方、シートの両面に画像を形成する場合には、排紙フラッパ３０９が図中反時計回り
の方向に回動し、シートは下方向に進路を変更され両面搬送部へと送り込まれる。両面搬
送部は、反転フラッパ３１１、反転ローラ３１２、反転ガイド３１３及び両面トレイ３１
４を備える。反転フラッパ３１１は、回動軸を中心に回動してシートの搬送方向を規定す
る。
【００３０】
　制御部２０５は、両面印刷ジョブを処理する場合、プリンタ２０３でシートの第１面に
プリントし、そのシートを反転ローラ３１２を介して、反転ガイド３１３へと送り込むよ
う制御する。そしてシートの後端が反転ローラ３１２に狭持された状態で反転ローラ３１
２の回転を一旦停止させ、引き続き反転フラッパ３１１を図中時計回りの方向に回動させ
て、反転ローラ３１２を逆方向に回転させる。これにより、シートをスイッチバックして
搬送させ、シートの後端と先端が入れ替わった状態で、このシートを両面トレイ３１４へ
導くよう制御する。両面トレイ３１４ではシートを一旦積載し、その後、再給紙ローラ３
１５によってシートは再びレジストローラ３１６へと送り込まれる。このときシートは、
１面目の転写工程とは反対の面が感光ドラム３０４と対向する側になって搬送されている
。そして、前述したプロセスと同様にして、そのシートの第２面に対して２面目の画像を
転写する。そして、シートの両面に画像が形成され、定着工程を経て排紙ローラ３１０を
介して印刷装置１００本体内部から機外へとシートを排出させる。制御部２０５は、以上
のような一連のシーケンスによって、両面印刷を実行するように印刷装置１００を制御す
る。
【００３１】
　また印刷装置１００は、印刷処理に要するシートを収納する給紙部を有する。給紙部に
は、給紙カセット３１７，３１８（例えば、それぞれ５００枚のシートを収容可能）、給
紙デッキ３１９（例えば、５０００枚のシートを収納可能）、手差しトレイ３２０等があ
る。給紙カセット３１７，３１８、給紙デッキ３１９は、サイズや材質の異なる各種シー
トを給紙部ごとに区別してセットできる。また手差しトレイ３２０には、ＯＨＰシート等
の特殊なシートを含む各種シートをセットすることができる。給紙カセット３１７，３１
８、給紙デッキ３１９、手差しトレイ３２０には、それぞれに給紙ローラが設けられてお
り、この給紙ローラの回転によって、シートは１枚単位で連続的に給送される。
【００３２】
　次に、図３に示すシート処理装置２００ついて説明する。
【００３３】
　本実施の形態に係る印刷システム１０００におけるシート処理装置２００は、上流の装
置から下流の装置にシート搬送路を介してシートを搬送できるのであれば、任意の種類の
装置を任意の台数だけ連結することができる。例えば図３に示すように、印刷装置１００
に近い順に、大容量スタッカ２００－３ａ、糊付け製本機２００－３ｂ、中綴じ製本機２
００－３ｃの順序で連結し、これらを印刷システム１０００でそれぞれ選択的に利用する
ことができる。また、シート処理装置２００のそれぞれがシート排出部を備え、ユーザは
シート処理がなされたシートを、それぞれのシート処理装置のシート排出部から取出すこ
とができる。
【００３４】
　制御部２０５は、印刷装置１００に接続されたシート処理装置２００で実行可能な種類
のシート処理の候補から、ユーザが所望する種類のシート処理の実行要求を、操作部２０
４を介して印刷実行要求と共に受付ける。そして操作部２０４を介して処理対象となるジ
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ョブの印刷実行要求をユーザから受付けたことに応じて、制御部２０５は、そのジョブに
て要する印刷処理をプリンタ２０３で実行させる。そして制御部２０５は、この印刷処理
がなされたジョブのシートを、ユーザが所望するシート処理を実行可能なシート処理装置
までシート搬送路を介して搬送させ、そのシート処理装置でシート処理を実行させる。
【００３５】
　例えば、印刷システム１０００が図３に示すシステム構成である場合、ユーザから印刷
実行要求を受付けた処理対象のジョブが、大容量スタッカ２００－３ａによる大量積載処
理を行うように指示されたジョブであるとする。このジョブを「スタッカジョブ」と呼ぶ
。
【００３６】
　このスタッカジョブを、図３の印刷システムで処理する場合、制御部２０５は、印刷装
置１００で印刷されたこのジョブのシートを、図３のＡ点を経由して大容量スタッカ２０
０－３ａの内部へ搬送させる。その後、制御部２０５は、このジョブの積載処理を大容量
スタッカ２００－３ａで実行させる。そして制御部２０５は、大容量スタッカ２００－３
ａで積載処理がなされたジョブの印刷物を、他の装置（例えば後段の装置）へ搬送せずに
、大容量スタッカ２００－３ａ内部の排紙先Ｘに保持させる。
【００３７】
　ユーザは、この図３の排紙先Ｘに保持された印刷物を、排紙先Ｘから直接取出すことが
できる。それにより図３のシート搬送方向、最下流の排紙先Ｚまでシートを搬送して、排
紙先Ｚからスタッカジョブの印刷物を取出すといった、一連の装置の動作やユーザの操作
が不要になる。
【００３８】
　また図３において、ユーザから印刷実行要求を受付けた処理対象のジョブが、糊付け製
本機２００－３ｂによるシート処理（例えば、くるみ製本処理、或は天糊製本処理の何れ
かの糊付け製本処理）を行うように指示されたジョブであるとする。このジョブを「糊付
け製本ジョブ」と呼ぶ。この糊付け製本ジョブを、図３のシステムで処理する場合、制御
部２０５は、印刷装置１００で印刷されたシートを、図３のＡ点及びＢ点を経由して糊付
け製本機２００－３ｂの内部へ搬送させる。その後、制御部２０５は、このジョブの糊付
け製本処理を、糊付け製本機２００－３ｂで実行させる。そして制御部２０５は、糊付け
製本機２００－３ｂで糊付け製本処理がなされた印刷物を、他の装置（例えば、後段の装
置）へ搬送させずに、そのまま糊付け製本機２００－３ｂの内部の排紙先Ｙに保持させる
。
【００３９】
　更に例えば、図３のシステム構成で、ユーザから印刷実行要求を受付けた処理対象のジ
ョブが、中綴じ製本機２００－３ｃによるシート処理を行うように指示されたジョブであ
るとする。この中綴じ製本機２００－３ｃによるシート処理には、例えば、中綴じ製本、
パンチ処理、断裁処理、シフト排紙処理、折り処理等がある。ここでは、このジョブを「
中綴じ製本ジョブ」と呼ぶ。
【００４０】
　この中綴じ製本ジョブを、図３のシステムで処理する場合、制御部２０５は、印刷装置
１００で印刷されたシートを、Ａ点及びＢ点及びＣ点を経由して中綴じ製本機２００－３
ｃに搬送させる。その後、制御部２０５は、このジョブのシート処理を中綴じ製本機２０
０－３ｃで実行させる。そして制御部２０５は、この中綴じ製本機２００－３ｃによるシ
ート処理がなされた中綴じ製本ジョブの印刷物を、中綴じ製本機２００－３ｃの排紙先Ｚ
に保持させる。
【００４１】
　尚、排紙先Ｚには複数の排紙先候補がある。これは、中綴じ製本機２００－３ｃが複数
種類のシート処理を実行することができ、シート処理ごとに排紙先を分ける際に用いられ
るものである。
【００４２】
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　以上説明したように、本実施の形態に係る印刷システム１０００は、印刷装置１００に
対して、複数台のシート処理装置を接続することができる。そして、これら複数台のシー
ト処理装置は、任意の組合せで、印刷装置１００に接続できる。また、これら複数台のシ
ート処理装置の接続順序も、装置同士のシート搬送路がつながる範囲内において自由に変
更することができる。また印刷装置１００に接続可能なシート処理装置の候補も複数種類
存在する。
【００４３】
　図４は、本実施の形態に係る印刷装置１００の操作部２０４の外観図である。
【００４４】
　この操作部２０４は、タッチパネル部４０１と、キー入力部４０２とを備える。タッチ
パネル部４０１は、液晶表示部とその上に貼られた透明電極とを具備し、ユーザから指示
を受け付けるための各種設定画面を表示する。このタッチパネル部４０１は、各種画面を
表示する機能と、ユーザからの指示を受け付ける指示入力機能を兼ね備える。キー入力部
４０２は、電源キー５０１、スタートキー５０３、ストップキー５０２、ユーザモードキ
ー５０５、テンキー５０６を備える。スタートキー５０３は、コピージョブや、送信ジョ
ブの実行を印刷装置１００に開始させる場合に用いられる。テンキー５０６は、印刷部数
等の数値入力の設定を行う場合に用いられる。ガイドキー５０４は、後述するように、例
えばくるみ製本のための各種設定を行う際に、メモリに登録されている設定情報を呼び出
す場合に用いられる。
【００４５】
　制御部２０５は、このタッチパネル部４０１に表示される各種画面を介して受け付けた
ユーザ指示やキー入力部４０２を介して受け付けたユーザ指示に基いた各種処理を行うよ
うに印刷システム１０００を制御する。
【００４６】
　タッチパネル部４０１は、コピー、送信、ボックス、拡張などの各種動作をモード設定
するモードボタンや、印刷倍率、用紙（シート）設定などを行うための各種指示ボタンを
表示している。これら各種指示ボタンは周知であるため、それらの説明を省略し、シート
処理設定ボタン６０９が指示（タッチ）された場合について説明する。
【００４７】
　図５は、図４に示すシート処理設定ボタン６０９が指示された時に印刷装置１００の操
作部２０４のタッチパネル部４０１に表示される画面例を示す図である。
【００４８】
　ユーザはこの画面を使用して、この印刷システム１０００に含まれるシート処理装置２
００を用いて実行可能なシート処理の種類を選択できる。
【００４９】
　５１１はステイプル処理を指示するボタン、５１２はパンチを行うように指示するボタ
ン、５１２は裁断処理を指示するボタンである。５１４はシフト排紙、５１５は中綴じ製
本、５１６は折りを指示するボタンである。５１７はのり付け製本（くるみ製本）を指示
するボタン、５１８はのり付け製本（天糊製本）を指示するボタンである。キャンセルボ
タン５２０は、これら設定を全てキャンセルするためのボタン、ＯＫボタン５２１は、こ
れら設定を有効にするボタンである。
【００５０】
　図６は、本実施の形態に係る印刷装置１００における処理を説明するフローチャートで
、この処理を実行するプログラムはＲＯＭ２０７に記憶されており、制御部２０５のＣＰ
Ｕ２０５ａの制御の下に実行される。
【００５１】
　この処理は、ユーザが、操作部２０４のシート処理設定ボタン６０９を指示することに
より開始され、先ずステップＳ１で、シート処理の種類を選択するための画面（図５）を
操作部２０４のタッチパネル部４０１に表示する。次にステップＳ２で、シート処理が選
択されるのを待ち、シート処理が選択されるとステップＳ３に進む。ステップＳ３では、
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くるみ製本が選択されたかどうかを判断する。くるみ製本が選択されたときはステップＳ
４に進むが、くるみ製本が選択されていないと判断した場合はステップＳ２２に進み、そ
の選択されたシート処理に対応する処理（ここではその説明を省略する）を実行してステ
ップＳ１４に進み、履歴情報に登録する。
【００５２】
　くるみ製本が選択された場合はステップＳ４で、くるみ製本を実施するのに際して設定
する総設定項目数Ｓを取得する。次にステップＳ５に進み、その設定項目数を計数する変
数ｎに「１」（第１の項目）をセットする。次にステップＳ６に進み、変数ｎの値と、ス
テップＳ４で取得した総設定項目数Ｓとを比較し、ｎがＳより大きいかどうかを判断する
。ここでｎがＳよりも大きいと判断した場合は、総設定項目数Ｓの全ての設定が終了して
いるためステップＳ１１に進む。一方、Ｓ≧ｎであれば、総設定項目数Ｓ分の設定処理が
完了していないためステップＳ７に進む。
【００５３】
　ステップＳ７では、くるみ製本機能におけるｎ番目の項目に関する設定値を受け付ける
ためのｎ番目の項目の設定画面を表示する。
【００５４】
　この設定画面の一例を、後述する図８～図１０に示す。尚、図８は、例えば変数ｎの値
が「１」の場合、図９は「２」の場合、そして図１０はｎ＝３の場合である。
【００５５】
　次にステップＳ８に進み、その項目に対する設定値を操作者から受け付けたか否かを判
断する。受け付けたと判断した場合はステップＳ９に進むが、設定値を受け付けなかった
と判断した場合はステップＳ１５へ進む。ステップＳ９では、ステップＳ８で入力された
設定値が受付可能な設定値か否かを判断する。ここで受付可能であると判断した場合はス
テップＳ１０へ進み、その設定値を入力して、該当する項目の設定値として格納する。そ
して変数ｎの値を＋１してステップＳ６に進む。一方ステップＳ９で、受付不可能と判断
した場合はステップＳ１８へ進む。
【００５６】
　設定値が入力されないときはステップＳ１５で、操作部２０４のガイドキー５０４（図
４）が押下されたか否かを判断する。ガイドキー５０４が押下されたと判断した場合はス
テップＳ１６へ進むが、押下されていないと判断した場合はステップＳ７へ戻る。ステッ
プＳ１６では、くるみ製本のために予め設定値（メモリ設定値）が登録されていて表示で
きるかを判断する。ここで設定値を表示できると判断した場合はステップＳ１７へ進んで
、そのメモリ設定値をどのように使用するかをユーザの指示に基づいて決定し、ステップ
Ｓ７に戻る。尚、このステップＳ１７の処理の詳細は、図７を参照して後述する。一方、
ステップＳ１６で、メモリ設定値を表示しない判断した場合はステップＳ７へ戻る。
【００５７】
　またステップＳ９で受付不可能と判断した場合はステップＳ１８へ進み、ユーザに対し
て警告する警告表示画面をタッチパネル部４０１に表示する。
【００５８】
　図１５（Ａ）（Ｂ）は、シート処理設定中に設定値の入力ミスにより、操作部２０４の
タッチパネル部４０１に表示される警告画面の一例を示す図である。尚、これら警告画面
は、オペレータによって入力された設定値が正しくない場合に表示される。
【００５９】
　図１５（Ａ）に示す警告メッセージは、ユーザによって入力されたシートサイズの値が
サポートしている断裁幅でない場合に表示される。ユーザは仕上がりサイズとシートサイ
ズをそれぞれ確認し、指定された断裁幅に収まるように設定し直すように警告される。
【００６０】
　図１５（Ｂ）は、ユーザによって入力された本文のシートサイズの縦と横の比率が規定
されている値でない場合に表示される。そして設定された値が正しい縦、横の比率に設定
し直すように警告される。



(11) JP 5113497 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

【００６１】
　警告メッセージ１５０１は、それぞれ、この警告メッセージが表示された原因を表示し
ている。「メモリ設定値選択」ボタン１５０２は、警告メッセージが呼び出された際の選
択項目に従って、図１１～図１３に示すようなメモリ設定値の表示画面に移行するのに使
用される。「ＯＫ」キー１５０３が指示されると、警告エラーが出た元の設定画面（図８
～図１０）に戻る。
【００６２】
　次にステップＳ１９に進み、その警告画面でメモリ設定値選択ボタン１５０２が指示（
タッチ）されたか否かを判断する。メモリ設定値選択ボタン１５０２が指示されたと判断
した場合はステップＳ２０へ進む。またステップＳ１９で、メモリ設定値選択ボタン１５
０２が指示されていないと判断した場合はステップＳ７へ進み、警告画面の表示を閉じて
、元の設定画面を表示する。ステップＳ２０では、くるみ製本の設定値が受付可能でない
場合に、メモリ設定値を表示するように設定されているかを判断する。ここで警告時のメ
モリ設定値を表示するように設定されている場合は前述のステップＳ１７へ進み、メモリ
設定値の使用方法を決定するための画面を表示してユーザによる入力を待つ。またステッ
プＳ２０で、メモリ設定値を表示するように設定されていないときはステップＳ７戻る。
【００６３】
　図１４は、各シート処理の機能に対して、メモリ設定値を表示させるか、表示させない
かを設定する操作画面の一例を示す図である。尚、この設定は、例えば図６のステップＳ
３などで予め設定されているものとし、この設定内容は、上述の図６のステップＳ１６及
びステップＳ２０で参照される。
【００６４】
　図１４において、機能１４０１は、メモリ設定値を保持するシート処理の機能を表示す
る。そしてその機能に対応するチェックボタン１４０２にチェックが入っていると、その
シート処理の機能を設定中に、ユーザがガイドキー５０４を押下することにより、図１１
～図１３で示すようなメモリ設定値を表示するＵＩ画面が表示される。一方、これらボタ
ン１４０２がチェックされていないシート処理に対しては、ガイドキー５０４が押されて
も、そのメモリ設定値による設定用のＵＩ画面を表示しない。またチェックボタン１４０
３がチェックされると、そのチェックされたシート処理の機能は、オペレータが操作画面
で設定中に何らかの入力ミスにより警告メッセージが出た際に、警告メッセージＵＩから
メモリ設定値による設定画面を表示させる。即ち、図１５に示すような警告画面が表示さ
れている状態で、メモリ設定値選択ボタン１５０２によるメモリ設定値の参照、及びそれ
に基づく項目設定が可能になる。一方、これらボタン１４０３がチェックされていない場
合は、図１５に示すような警告メッセージが表示された場合には、メモリ設定値による設
定画面を表示させるメモリ設定値選択ボタン１５０２（図１５）を表示しない。
【００６５】
　スクロールキー１４０４は、シート処理機能が一画面に表示しきれない場合にスクロー
ルし、その他のシート処理機能を表示させる。「閉じる」キー１４０５が指示されると、
この画面で設定したメモリ設定値表示の有無設定を有効として登録される。
【００６６】
　こうしてステップＳ６で、設定した項目の数ｎが設定値Ｓよりも大きくなるとステップ
Ｓ１１に進み、印刷要求を受け付ける受付画面を表示する。次にステップＳ１２に進み、
印刷開始要求が入力されたかどうかを判断する。印刷開始要求が入力されないと判断した
場合はステップＳ１１へ戻るが、印刷開始要求が入力されるとステップＳ１３に進み、以
上の処理により設定された項目に従って、シートの印刷及びその印刷したシートを用いた
くるみ製本処理を実行する。そしてステップＳ１４に進み、このくるみ製本処理のために
設定された設定値を履歴情報として登録する。
【００６７】
　次に、以上説明したくるみ製本の設定項目について具体例を用いて説明する。
【００６８】
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　図８乃至図１０は、本実施の形態のＰＯＤシステムにおいてくるみ製本処理で設定でき
る項目を表示するＵＩ画面の一例を示す図である。ここで仕上がりサイズ、表紙のシート
サイズ、本文となるシートのサイズの設定は、前述の変数ｎの値に応じて選択される。
【００６９】
　図８は、本実施の形態に係るくるみ製本における仕上がりサイズを設定するための画面
の一例を示す図である。
【００７０】
　「ユーザ定義サイズ（横（Ｘ））設定」キー８０１は、くるみ製本の仕上がりサイズの
横幅（Ｘ）を設定する。「ユーザ定義サイズ（縦（Ｙ））設定」キー８０２は、くるみ製
本の仕上がりサイズの縦（Ｙ）の長さを設定する。これら設定値は、操作部２０４のテン
キー５０６を使用して入力される。「断裁しない」キー８０３は、くるみ製本において断
裁処理を実行しない場合に選択される。「１方断裁」キー８０４は、くるみ製本において
、印刷済のシートの一方だけを断裁する場合に選択される。また「３方断裁」キー８０５
は、くるみ製本において、印刷済のシートの３方を断裁する場合に選択される。キー８０
６～８１０はそれぞれ、仕上がりサイズにＡ４，Ｂ５，ＬＴＲ，Ｓ４，Ｓ５を設定するた
めのキーである。「ユーザ定義サイズ登録」キー８１１は、ユーザ定義サイズ設定キー８
０１，８０２ａで設定したユーザが定義したシートサイズを登録するためのキーである。
「設定取消」キー８１２は、この画面で選択した仕上がりサイズの設定を全て破棄（キャ
ンセル）するためのキーである。「戻る」キー８１３は、この画面で選択した仕上がりサ
イズの設定を破棄して前画面に戻るように指示するキーである。「次へ」キー８１４は、
この画面で選択した仕上がりサイズの設定を有効にした状態で次の画面へ進むためのキー
である。
【００７１】
　図９は、本実施の形態に係るくるみ製本における表紙サイズの設定画面の一例を示す図
である。
【００７２】
　９０１は、使用する給紙段を表示する給紙段表示で、選択されている給紙段を表示する
。「ユーザ定義」キー９０２は、くるみ製本の表紙サイズの横幅（Ｘ）を設定するための
キーである。「ユーザ定義」キー９０３は、くるみ製本の表紙サイズの縦（Ｙ）を設定す
るキーである。これら設定値は、操作部２０４のテンキー５０６を使用して入力される。
「インサータ給紙選択」キー９０４は、くるみ製本の表紙をインサータから給紙されたシ
ートとする。「インサータ変更予約」キー９０５は、次にインサータから給紙するシート
サイズを設定する。「手差し」キー９０６は、くるみ製本の表紙を手差しで給紙されるシ
ートとする。「手差しシート変更予約」キー９０７は、次に手差しから給紙するシートの
サイズを設定する。９０８～９１２のそれぞれは、Ａ４，Ａ３，Ｂ４，Ａ５Ｒ，Ａ４それ
ぞれのシートサイズを設定するキーを示す。但し、くるみの表紙サイズの場合は、Ａ４，
Ｂ４，Ａ５Ｒは選択できないため、これらキー９０８，９１０，９１１，９１２はグレイ
アウトで表示されている。「閉じる」キー９１３は、この表紙サイズの設定画面で設定さ
れた内容を保持して、この設定画面を閉じるためのキーである。
【００７３】
　図１０は、本実施の形態に係るくるみ製本における本文のシートサイズの設定画面の一
例を示す図である。
【００７４】
　１００１は、使用できる給紙段を表示する給紙段表示で、選択されている給紙段を表示
する。「ユーザ定義」キー１００２は、くるみ製本における本文のシートサイズの横幅（
Ｘ）を設定する。「ユーザ定義」キー１００３は、くるみ製本における本文のシートサイ
ズの縦方向の長さ（Ｙ）を設定する。これら設定値は、操作部２０４のテンキー５０６を
使用して入力される。「手差し」キー１００４は、くるみ製本の本文用のシートを手差し
から給紙するように設定する。「手差しシート変更予約」キー１００５は、次に手差しか
ら給紙するシートサイズを設定する。１００６～１０１のそれぞれは、くるみ製本の本文
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用のシートサイズをＡ４，Ａ３，Ｂ４，Ａ５Ｒ，Ａ４に設定するためのキーである。「閉
じる」キー１０１１は、この画面を使用して設定された設定値を保持して、この設定画面
を閉じるためのキーである。
【００７５】
　図１１～図１３は、本実施の形態に係るくるみ製本における仕上がりサイズ、表紙サイ
ズ、本文のシートサイズの各メモリ設定値の一覧表示の一例を示す図である。これらの画
面は、前述の図８～図１０に示すような、仕上がり設定画面、表紙サイズ設定画面、本文
シートサイズ設定画面が表示されている際にガイドキー５０４が押された場合に、図６の
ステップＳ１７で表示されるメモリ設定値の画面例を示す図である。
【００７６】
　図１１は、本実施の形態に係る仕上がり設定時のメモリ設定値の表示画面の一例を示す
図である。このメモリ設定値の一覧表示は、記憶している仕上がりサイズ、表紙サイズ、
本文サイズなどの推奨値の組合せをリスト形式で表示したものである。
【００７７】
　メモリ設定値リスト１１０１は、ガイドキー５０４が押下された際のシート処理の設定
項目を仕上がりサイズまで絞り込んだ設定値を表示している。選択バー１１０２は、ユー
ザにより選択された設定値を示す。この状態でボタン１１０３を選択してＯＫキー１１０
８を指示すると、選択バー１１０２で選択された設定値をくるみ製本の全ての設定値とし
、直ぐに印刷を開始することができる。
【００７８】
　ボタン１１０４をチェックしてＯＫキー１１０８を指示すると、くるみ製本機における
全ての選択項目の設定値を、選択バー１１０２で選択された設定値とし、次の設定画面へ
進む。またボタン１１０５をチェックしてＯＫキー１１０８を指示すると、仕上がり設定
までの選択項目の設定値を、選択バー１１０２で選択された選択肢の設定値とし、次の選
択設定画面へ進む。スクロールキー１１０６は、表示されている項目以上のメモリ設定値
がある場合に、それらを表示するために画面をスクロールするのに使用される。「キャン
セル」キー１１０７は、このメモリ設定値画面を閉じて図８に示す仕上がりサイズの設定
画面へ戻るためのキーである。
【００７９】
　図１２は、本実施の形態に係るくるみ製本における表紙のシートサイズの設定時のメモ
リ設定値の表示画面の一例を示す図で、前述の図１１と同じ機能を実現するキーには同じ
記号を付している。
【００８０】
　メモリ設定値リスト１２０１では、図１１の選択バー１１０２で選択されているように
、仕上がりサイズは、Ａ４として選択済である。よって、仕上がりサイズがＡ４である場
合の、表紙サイズ、本文サイズ、表紙画像位置、断裁位置などのメモリ設定値（推奨値）
の一覧を表示している。
【００８１】
　図１３は、本実施の形態に係るくるみ製本における本文のシートサイズの設定時のメモ
リ設定値の表示画面の一例を示す図で、前述の図１１と同じ機能を実現するキーには同じ
記号を付している。
【００８２】
　メモリ設定値リスト１３０１では、図１２の選択バー１１０２で選択されているように
、仕上がりサイズＡ４と、表紙のシートサイズ（４４０×２９７ｍｍ）が選択済みである
。このため、仕上がりサイズがＡ４で、且つ表紙サイズが（４４０×２９７ｍｍ）の両方
を満たす、本文のシートサイズ、表紙画像位置、断裁位置などのメモリ設定値（推奨値）
の一覧を表示している。
【００８３】
　以上の説明を前提として、以下図７のフローチャートを参照して、図６のステップＳ１
７の処理を説明する。
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【００８４】
　図７は、図６のステップＳ１７のメモリ設定値の使用方法に関する処理を説明するフロ
ーチャートである。この処理は図６のステップＳ１６或はステップＳ２０でそれぞれ、く
るみ製本の設定値表示有り、或はくるみ製本の警告時のメモリ設定表示有りとして設定さ
れている場合に実行される。
【００８５】
　先ずステップＳ３１で、図１１～図１３に示すように、くるみ製本機能におけるｎ番目
の設定項目まで絞り込んだ設定値を読み出してリスト表示する。このように絞込みを行う
際に、ｎ番目以前の選択設定済みの設定値と一致するメモリ設定値で絞り込む。例えば図
１２では仕上がりサイズが選択済であるため、次の表紙サイズの設定以降が可能になって
いる。また図１３では、仕上がりサイズと、表紙サイズの両方が選択済であるため、本文
のしとサイズ以降の設定処理が選択できるようになっている。また、このくるみ製本の絞
り込みを行う際に、表紙及び本文として使用される各シートのメディアタイプ等のシート
属性及びシート枚数等のように、ユーザが選択しなくても印刷装置１００で設定済である
項目も絞込み対象となる。
【００８６】
　次にステップＳ３２に進み、図１１～図１３に示すボタン１１０３がチェックされた状
態でＯＫキー１１０８が指示されたかをみる。そうであればステップＳ３３に進み、選択
バー１１０２で選択された、くるみ製本機能における全ての選択項目の設定値を設定値と
し、直ぐに印刷を開始する。そして次にステップＳ３４に進み、ステップＳ３３で印刷さ
れたシートを、ステップＳ３３で設定された設定値に従ってくるみ製本の処理を行う。
【００８７】
　一方ステップＳ３２で、ボタン１１０３がチェックされていないときはステップＳ３５
に進み、図１１～図１３に示すボタン１１０４がチェックされた状態でＯＫキー１１０８
が指示されたかをみる。そうであればステップＳ３６に進み、くるみ製本機能における全
ての選択項目の設定値を、図１１～図１３に表示されたリストで選択された選択肢の設定
値にし、各対応する設定画面（図８～図１０）に戻る。従って、ステップＳ３１で、図１
１に示すリストが表示されていれば図８の状態に戻る。このとき図１１の選択バー１１０
２で選択された各設定値が、上がり、表紙、本分の設定値として設定される。またステッ
プＳ３１で、図１３に示すリストが表示されていれば図１０の設定画面に戻る。このとき
図１３では仕上がりサイズ、表紙サイズは選択済であるため、本文のシート設定が図１３
の設定値となる。
【００８８】
　このようにして、くるみ製本の各工程の設定を行う際、その設定した値が適正であるか
どうかを確認しながら、またその設定値の推奨値（メモリ設定値）を参照しながら、各項
目を設定できる。このため、操作になれていないユーザでも、適正な値に設定してくるみ
製本を実行させることができる。
【００８９】
　一方、ステップＳ３５でボタン１１０４がチェックされていないときはステップＳ３７
に進み、変数ｎの値が総項目数Ｓになったかを判定し、変数ｎの値が総項目数Ｓに等しく
なるとくるみ製本の全ての項目の設定が完了したのでこの処理を終了する。一方、変数ｎ
の値が総項目数Ｓ以下であればステップＳ３８に進み、くるみ製本機能におけるｎ番目の
選択項目の設定値を、図１１～図１３のリストで選択された選択肢の設定値にする。例え
ばｎ＝１であれば、図１１で選択されている仕上がりサイズを「Ａ４」としてステップＳ
３９に進む。またｎ＝２であれば、図１２で選択されている表紙サイズを「４４０×２９
７」としてステップＳ３９に進む。ステップＳ３９では、変数ｎの値を＋１して、元のル
ーチンに戻る。
【００９０】
　尚、本実施の形態では、くるみ製本の設定手順を例としているが、本発明はくるみ製本
に限られたものではない。
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【００９１】
　以上説明したように本実施の形態によれば、複雑な設定を要する後処理機能（フィニッ
シング）の各種項目を設定する際に、知識や経験が少ないユーザでもメモリ設定値やジョ
ブ履歴の設定値を参照して容易に適正な設定を行うことができる。またメモリ設定値やジ
ョブ履歴に基づく値を使用、或は参考にすることにより、試行錯誤を繰り返して設定値を
入力することがなくなる。更に、繰り返し同じ設定値を入力する手間を省くことができ、
入力ミスも防ぐことができる。
【００９２】
　またユーザは、任意のタイミングでメモリ設定値のガイドを呼び出して参照できる。ま
た、現在設定している項目に応じて、後続の項目のメモリ設定値の表示形態を変更するこ
とにより、メモリ設定値の可読性も向上してユーザが必要とする設定値をより容易に選択
可能となる。
【００９３】
　更に、メモリ設定値を動的に算出することにより、デバイス固有の特性を加味したメモ
リ設定値を作成して登録できる。これにより、より最適な設定を容易に行うことができる
。このようにして、複雑な機能を持つフィニッシング処理の操作性を向上させ、結果的に
全体の生産性の向上へとつなげることができる。
【００９４】
　（他の実施形態）
　なお本発明は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムを、シス
テム或いは装置に直接或いは遠隔から供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータが
該供給されたプログラムを読み出して実行することによっても達成され得る。その場合、
プログラムの機能を有していれば、形態は、プログラムである必要はない。
【００９５】
　従って、本発明の機能処理をコンピュータで実現するために、該コンピュータにインス
トールされるプログラムコード自体も本発明を実現するものである。つまり、本発明のク
レームでは、本発明の機能処理を実現するためのコンピュータ実行可能プログラム自体も
含まれる。その場合、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプ
リタにより実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等、プログラムの形
態を問わない。
【００９６】
　プログラムを供給するための記録媒体としては、様々なものが使用できる。例えば、フ
ロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＭＯ、
ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ、
ＤＶＤ（ＤＶＤ－ＲＯＭ，ＤＶＤ－Ｒ）などである。
【００９７】
　その他、プログラムの供給方法としては、クライアントコンピュータのブラウザを用い
てインターネットのホームページに接続し、該ホームページからハードディスク等の記録
媒体にダウンロードすることによっても供給できる。その場合、ダウンロードされるのは
、本発明のコンピュータプログラムそのもの、もしくは圧縮され自動インストール機能を
含むファイルであってもよい。また、本発明のプログラムを構成するプログラムコードを
複数のファイルに分割し、それぞれのファイルを異なるホームページからダウンロードす
ることによっても実現可能である。つまり、本発明の機能処理をコンピュータで実現する
ためのプログラムファイルを複数のユーザに対してダウンロードさせるＷＷＷサーバも、
本発明のクレームに含まれるものである。
【００９８】
　また、本発明のプログラムを暗号化してＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体に格納してユーザに
配布する形態としても良い。その場合、所定の条件をクリアしたユーザに対し、インター
ネットを介してホームページから暗号化を解く鍵情報をダウンロードさせ、その鍵情報を
使用することにより暗号化されたプログラムが実行可能な形式でコンピュータにインスト
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【００９９】
　また、コンピュータが、読み出したプログラムを実行することによって、前述した実施
形態の機能が実現される形態以外の形態でも実現可能である。例えば、そのプログラムの
指示に基づき、コンピュータ上で稼動しているＯＳなどが、実際の処理の一部または全部
を行ない、その処理によっても前述した実施形態の機能が実現され得る。
【０１００】
　更に、記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュータに挿入された機能拡張ボ
ードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれるように
してもよい。この場合、その後で、そのプログラムの指示に基づき、その機能拡張ボード
や機能拡張ユニットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行ない、その処
理によって前述した実施形態の機能が実現される。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】本発明の実施の形態に係る印刷・製本システムの構成を示す図である。
【図２】本実施の形態に係る印刷システムの構成を説明するブロック図である。
【図３】本実施の形態に係る印刷装置と、この印刷装置に接続されたシート処理装置の断
面図である。
【図４】本実施の形態に係る印刷装置の操作部の外観図である。
【図５】図４に示すシート処理設定ボタンが押下された時に印刷装置の操作部のタッチパ
ネル部に表示される画面例を示す図である。
【図６】本実施の形態に係る印刷装置における処理を説明するフローチャートである。
【図７】図６のステップＳ１７のメモリ設定値の使用方法に関する処理を説明するフロー
チャートである。
【図８】本実施の形態に係るくるみ製本における仕上がりサイズを設定するための画面の
一例を示す図である。
【図９】本実施の形態に係るくるみ製本における表紙サイズの設定画面の一例を示す図で
ある。
【図１０】本実施の形態に係るくるみ製本における本文のシートサイズの設定画面の一例
を示す図である。
【図１１】本実施の形態に係る仕上がり設定時のメモリ設定値の表示画面の一例を示す図
である。
【図１２】本実施の形態に係るくるみ製本における表紙のシートサイズの設定時のメモリ
設定値の表示画面の一例を示す図である。
【図１３】本実施の形態に係るくるみ製本における本文のシートサイズの設定時のメモリ
設定値の表示画面の一例を示す図である。
【図１４】各シート処理の機能に対して、メモリ設定値を表示させるか、表示しないかを
設定する操作画面の一例を示す図である。
【図１５】シート処理設定中に設定値入力ミスにより表示される警告画面の一例を示す図
である。
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